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２０２０１２１２年年３３月期月期 決算ハイライト決算ハイライト（前年同期比）（前年同期比）

△12.8

△0.6

+76.7

+2.0

+12.1

+2.1

+3.8

増減率

2012年3月期2011年3月期

2.6

5.3

3.9

14.4

18.3

81.7

100.0

構成比

◆稼働率及び技術料金の

改善が主要因
+661542.387営業利益

◆営業外収益に雇用調整

助成金（56百万円）を計上
△12085.5210経常利益

◆効率的な経費活用+1156814.7557販管費

◆稼働人員増加が主要因

◆技術料金が改善

+1453,952100.03,807売上高

115

645

3,162

金 額

△141013.0当期純利益

+7872316.9売上総利益

+673,22983.1売上原価

増減要因増減額金 額構成比

（単位：百万円、％）

◆売上高 ・・・稼働人員の増加及び技術料金の改善が主要因となり、前年同期比3.8％増加。

◆営業利益・・・稼働率及び技術料金が上昇したことにより、利益率は改善。

◆経常利益・・・営業利益は増加するものの、稼働率改善により雇用調整助成金の受給金額が減少
（131百万円⇒56百万円）し、当期純利益とともに減少。
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稼 働 率

2012/3月期

93.8％

稼 働 時 間 9.21Ｈ/人・日

2011/3月期

88.8％

9.22Ｈ/人・日

技 術 料 金 3,576円/Ｈ3,469円/Ｈ

期末技術者数 565人576人

前年同期比

+5.0ｐ

△0.01H/人・日

+107円/Ｈ

△11人

稼働率は上期から高水準を維持し、昨年から5.0ポイント上昇。技術料金は継続的に適正
レートの確保を推進し改善傾向。稼働時間は東日本大震災からの電力問題等の影響は殆ど
見られず、概ね前年と同水準で推移した。

主要指標対前年度比較主要指標対前年度比較

※上記技術料金は受託開発部門を除いております。
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※稼働率（％）＝稼働技術者数/技術社員総数*100

（％） ＜2011年3月期＞ ＜2012年3月期＞

94.7

1月

95.2

2月

94.8

3月

93.5

10月

94.5

11月

94.5

12月

92.893.592.593.094.092.894.395.794.194.294.091.989.188.886.783.181.376.1

9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

88.894.084.0

通 期下半期上半期

93.894.593.1

通 期下半期上半期

稼働率推移稼働率推移 （（88.888.8％→％→93.893.8％）％）

定期新卒採用を見送ったため、上期から92.5％以上の高い水準で推移。
期末にかけて徐々に上昇し、通期の稼働率は前年に比べ5.0ポイント上昇。



売 上 高

金額 百分比

2012年3月期 （実績）

3,952 100.0

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

154

208

101

2.3

5.3

2.6

金額

4,170

158

166

93

百分比

100.0

3.8

4.0

2.2

前期比増減率

+5.5

+2.5

△20.4

△7.4

2013年3月期 通期予想

（単位：百万円、％）

２０１３２０１３年３月期年３月期 業績予想業績予想
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◆売上高

◆営業利益

◆経常利益/  
当期純利益

採用強化及び早期戦力化を推進することで稼働人員の拡大を図る。

抑制傾向にあった人件費を社員へ還元していく方針であるが、
それを加味しても前年同期比2.5％増加する見込み。

業績改善により雇用調整助成金収入（営業外収益）が減少するため、
営業利益は増加予想だが、経常利益・当期純利益は前年に比べ減少を予想。

⇒

⇒

⇒

6

稼 働 率

2013年3月期予想

93.5％

稼 働 時 間 9.20Ｈ/人・日

2012年3月期

93.8％

9.21Ｈ/人・日

技 術 料 金 3,583円/Ｈ3,576円/Ｈ

期末技術者数 601人565人

前年同期比

△0.3ｐ

△0.01H/人・日

+7円/Ｈ

+36人

※上記技術料金は受託開発部門を除いております

新卒採用を再開し、稼働率は上期に一時的に低下するものの、通期では前年と同水準の予想。
また、技術料金及び稼働時間についても概ね前年と同水準で推移する見通し。
技術者数は即戦力技術者の採用を強化し、36人の増加を見込む。

主要指標対前年度比較主要指標対前年度比較（予想）（予想）



本資料について本資料について

本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたも

のであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目

的としたものではありません。また、本資料は2012年5月10日現

在のデータ等に基づいて作成されております。本資料に記載さ

れた意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その情

報の正確性、完全性を保証し、または、約束するものではなく、

今後、予告なしに変更されることがありますので予めご了承くだ

さい。
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本資料に関するお問合わせ先

株式会社ヒップ株式会社ヒップ

IRIR担当担当
〒〒220220--00030003 横浜市西区楠町横浜市西区楠町88--88

TEL:TEL: 045045--328328--10001000

FAX:FAX: 045045--323288--10011001

EE--mail:mail: ir@hipir@hip--pro.co.jp pro.co.jp 

URL:URL: http://www.hiphttp://www.hip--pro.co.jppro.co.jp
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お問合せ先お問合せ先


